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令和８年６月２６日判決言渡 同日原本領収 裁判所書記官 

令和６年（ワ）第７０５７２号 損害賠償請求事件 

口頭弁論終結日 令和８年３月２３日 

判 決 

  5 

 原 告       Ｆｕｔｕｒｅ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 

株式会社 

  

    同訴訟代理人弁護士       溝 田 宗 司 

                    郡  佑 太 10 

   

  被 告       双 日 株 式 会 社 

     

    同訴訟代理人弁護士       吉 田 和 彦 

  高 石 秀 樹 15 

   

  同 補 助 参 加 人       フィリップ・モリス・ジャパン 

合同会社 

    同代表者代表社員       フィリップモリスプロダクツエスアー 

     20 

    同訴訟代理人弁護士       古 城 春 実 

                    堀 籠 佳 典 

                    岡  田  健 太 郎 

  平 井 佑 希 

主 文 25 

１ 原告の請求を棄却する。 
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２ 訴訟費用（補助参加により生じた費用を含む。）は原告の負担とする。 

事 実 及 び 理 由 

第１ 請求 

被告は、原告に対し、１０００万円及びこれに対する令和６年１２月１８日

から支払済みまで年３％の割合による金員を支払え。 5 

第２ 事案の概要 

１ 事案の要旨 

本件は、発明の名称を「加熱式タバコ用カートリッジ及び支持部材」とする

特許（特許第７５７０５５５号。以下「本件特許」という。）に係る特許権（以

下「本件特許権」という。）を有する原告が、別紙被告製品目録記載の各製品10 

（以下「被告製品」という。）は本件特許の請求項１に記載された発明（以下

「本件発明」という。）の技術的範囲に属し、被告による被告製品の輸入、販売

等は本件特許権を侵害すると主張して、被告に対し、民法７０９条に基づき、

損害賠償金１０００万円（特許法１０２条２項により算定される損害額の一部

請求）及びこれに対する令和６年１２月１８日（訴状送達の日の翌日）から支15 

払済みまで民法所定の年３％の割合による遅延損害金の支払を求める事案であ

る。 

２ 前提事実（当事者間に争いのない事実並びに後掲各証拠及び弁論の全趣旨 

により容易に認定できる事実） 

⑴ 当事者等 20 

ア 原告は、雑貨（ノンニコチンスティック等）商品の企画、製造、販売に

関する事業を目的とする株式会社である。 

イ 被告は、たばこ等の輸出入及び売買等を目的とする株式会社である。 

ウ 被告補助参加人は、たばこの輸入及び販売等を目的とする合同会社であ

る。 25 

⑵ 本件特許権（甲１、２） 
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ア 原告は、以下の本件特許権を有している（本件特許出願の願書に添付さ

れた明細書及び図面を「本件明細書」といい、本件明細書の発明の詳細な

説明中の段落番号を【０００１】などと記載する。）。 

特許番号  特許第７５７０５５５号 

発明の名称 加熱式タバコ用カートリッジ及び支持部材 5 

出願日   令和６年８月１６日 

出願番号  特願２０２４－１３７０１１ 

分割の表示 特願２０２４－１２０１９２の分割 

原出願日  令和３年２月９日 

登録日   令和６年１０月１０日 10 

イ 本件特許の特許請求の範囲の請求項１の記載は以下のとおりである。 

加熱体により加熱されることにより、エアロゾルを発生するタバコ充填

物集積体と、 

前記エアロゾルを濾過するフィルタと、 

前記タバコ充填物集積体と前記フィルタとの間に配置される支持部材と、 15 

前記タバコ充填物集積体、前記フィルタ、及び前記支持部材の外周に巻

かれた包装部材と、を備え、 

前記支持部材は、第１端面と第２端面と、前記第１端面と前記第２端面

の間に形成された周面部とを有する円筒状に形成され、前記第１端面から

前記第２端面まで延びる貫通孔を有し、 20 

前記周面部は、前記支持部材の正面視において複数の凹部または凸部を

有し、 

前記複数の凹部または凸部は、前記支持部材の軸方向に沿って延びて設

けられ、 

前記複数の凹部または凸部は、前記支持部材の周面部の一部に周方向の25 

全周に渡って設けられており、 
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前記周面部と前記包装部材との間に複数の空隙が設けられている、 

加熱式タバコ用カートリッジ。 

ウ 本件発明を構成要件に分説すると、次のとおりとなる（以下、分説した

構成要件をその符号に従い「構成要件Ａ」などという。）。 

Ａ 加熱体により加熱されることにより、エアロゾルを発生するタバコ充5 

填物集積体と、 

Ｂ 前記エアロゾルを濾過するフィルタと、 

Ｃ 前記タバコ充填物集積体と前記フィルタとの間に配置される支持部材

と、 

Ｄ 前記タバコ充填物集積体、前記フィルタ、及び前記支持部材の外周に10 

巻かれた包装部材と、を備え、 

Ｅ 前記支持部材は、第１端面と第２端面と、前記第１端面と前記第２端

面の間に形成された周面部とを有する円筒状に形成され、前記第１端面

から前記第２端面まで延びる貫通孔を有し、 

Ｆ 前記周面部は、前記支持部材の正面視において複数の凹部または凸部15 

を有し、 

Ｇ 前記複数の凹部または凸部は、前記支持部材の軸方向に沿って延びて

設けられ、 

Ｈ 前記複数の凹部または凸部は、前記支持部材の周面部の一部に周方向

の全周に渡って設けられており、 20 

Ｉ 前記周面部と前記包装部材との間に複数の空隙が設けられている、 

Ｊ 加熱式タバコ用カートリッジ。 

⑶ 被告の行為 

被告は、被告製品を日本国内に輸入し、日本国内で販売又は販売の申出を

している。 25 

⑷ 被告製品の構成 



 

5 

  被告製品は、フィリップ・モリス（被告製品の製造元であるフィリップモ

リスプロダクツエスアー、被告補助参加人、及びその関連会社を含む。）が販

売する電気加熱式喫煙器具「ＩＱＯＳ ＩＬＵＭＡ」に挿入して用いられる

専用のタバコスティックである。 

被告製品の外観は、別紙写真目録１のとおりであり、被告製品の巻紙を切5 

り開き、分解した場合の構成は、別紙写真目録２のとおりであり、少なくと

も以下の構成を有している。 

 ａ 加熱式たばこ機器により加熱されることにより、たばこベイパーを発

生するたばこ部分と、 

 ｂ 前記たばこベイパーを濾過するフィルタと、 10 

 ｃ 前記たばこ部分、エアーフローチャンバー、冷却プラグ及び前記フィ

ルタの順位配列されたエアーフローチャンバー及び冷却プラグと、 

 ｄ フロントプラグの外周に巻かれた巻紙Ａ、前記タバコ部分の外周に巻

かれた巻紙Ｂ、前記エアーフローチャンバーの外周に巻かれた巻紙Ｃ、

及び前記フィルタの外周に巻かれた巻紙Ｅと、前記フロントプラグ、前15 

記たばこ部分、前記エアーフローチャンバー及び前記冷却プラグの外周

に巻かれた巻紙Ｆ及び前記冷却プラグの一部及び前記フィルタの外周に

巻かれた巻紙Ｇと、を備え 

 ｊ 加熱式たばこ機器用のたばこスティック。 

⑸ 先行文献 20 

本件特許の原出願日前に頒布された刊行物として、以下のものが存在した。 

ア 国際公開公報（ＷＯ－２０２０／０３２６１０ Ａ１。令和２年２月１

３日公開。丙２１。以下「丙２１公報」といい、丙２１公報に記載された

発明を「丙２１発明」という。） 

イ 特許第６００５７３５号公報（丙２２。平成２８年１０月１２日発行。25 

以下「丙２２公報」といい、丙２２公報に記載された発明を「丙２２発明」
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という。） 

ウ 米国特許第４１４９５４６号公報（丙２４。昭和５４年４月１７日発行。

以下「丙２４公報」といい、丙２４公報に記載された発明を「丙２４発明」

という。） 

エ 公表特許公報（特表２０１０－５２７６２８公報。丙２５。平成２２年5 

８月１９日公表。以下「丙２５公報」といい、丙２５公報に記載された発

明を「丙２５発明」という。） 

３ 争点 

⑴ 被告製品が本件発明の技術的範囲に属するか（争点１） 

ア 構成要件Ｃの充足性（争点１－１） 10 

イ 構成要件Ｄの充足性（争点１－２） 

ウ 構成要件Ｅの充足性（争点１－３） 

エ 構成要件ＦないしＨの充足性（争点１－４） 

オ 構成要件Ｉの充足性（争点１－５） 

なお、被告製品が本件発明に係る構成要件Ａ、Ｂ及びＪを充足することは15 

争いがない。 

⑵ 無効の抗弁の成否（争点２） 

ア 分割要件違反を前提とする新規性欠如（争点２－１） 

イ 丙２１発明に基づく新規性欠如（争点２－２） 

ウ 丙２２発明に基づく進歩性欠如（争点２－３） 20 

エ 丙２４発明及び丙２５発明に基づく進歩性欠如（争点２－４） 

オ サポート要件違反（争点２－５） 

⑶ 損害の発生及びその額（争点３） 

４ 争点に関する当事者の主張 

⑴ 争点１－１（構成要件Ｃの充足性）について 25 

（原告の主張） 
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ア 【００３０】には、「タバコ充填物集積体の支持部材２０側への移動を抑

制するとともに、タバコ充填物集積体１０で発生したエアロゾルを含む気

流をフィルタ３０側に流通させる。支持部材２０は、例えば円筒状かつ中

実状に設けられ、その軸方向が中心軸Ｃに沿うようにタバコ充填物１１と

フィルタ３０との間に配置される。」と記載されている。 5 

  また、【００４８】には、「外部から圧力を加えられた際に、包装部材４

０がつぶれてしまうことなく、支持部材２０の中実部分がタバコ充填物集

積体１０の支持部材２０側への移動を抑制する」と記載されている。 

  そして、本件明細書において、支持部材の個数は何ら限定されていない。 

  これらの本件明細書の記載に加え、本件発明の「加熱式タバコ」がブレ10 

ード加熱方式に限定されるといった記載がないことからすると、構成要件

Ｃの「支持部材」には、ブレード加熱式たばこに係るブレードが挿入され

た場合のみならず、外部からの圧力がかかった場合に、タバコ充填物集積

体の移動を阻止する機能を有するあらゆる態様のものが含まれ、その個数

についても限定はない。そして、タバコ充填物集積体の移動を阻止する機15 

能とは、タバコ充填物集積体と他の部材との距離が変更されないよう移動

を阻止する機能である。 

イ 被告製品のエアーフローチャンバーは、たばこ葉が吸い口側に移動しな

いように抑制する機能を有するとともに、適度な量のたばこベイパー（蒸

気）がたばこスティック内を通過する機能を果たすものであり、冷却プラ20 

グもエアーフローチャンバーと共に、たばこ葉が吸い口側に移動しないよ

うに抑制しつつ、たばこベイパー（蒸気）の温度を下げ、過度な加熱を防

止してフィルタに流通させる機能を果たすものであるから、エアーフロー

チャンバー及び冷却プラグは支持部材に該当する。 

  そして、エアーフローチャンバー及び冷却プラグは、たばこ部分とフィ25 

ルタとの間に配置されている。 
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  以上によれば、被告製品は、構成要件Ｃを充足する。 

（被告及び被告補助参加人の主張） 

ア 【０００２】ないし【０００６】の記載や【００４０】の記載から明ら

かなとおり、「支持部材」とは、加熱要素である加熱ブレードがタバコカー

トリッジのエアロゾル形成基材内へ挿入される際にカートリッジが受ける5 

力に抗するための部材であり、本件発明は、支持部材について、その周面

部の形状を工夫することで組立機械が把持しやすいようにした発明である。 

  本件明細書には、複数の部材を合わせて一つの「支持部材」とすること

は開示されておらず、むしろ、【００９２】には支持部材とフィルタの間に

冷却部材等の別の部材を介在させることが開示されているが、当該部材は10 

「支持部材」とは呼ばれていないし、当該別部材と支持部材２０を合わせ

たものも「支持部材」とは呼ばれていない。 

これらの記載からすると、構成要件Ｃの「支持部材」とは、組立機械が

把持する対象、すなわち物理的に一つの物を意味することは明らかである。 

 また、支持部材について、本件明細書の【０００７】や【００３０】に15 

は、支持部材がタバコ充填物集積体とフィルタとの「間に配置され」てい

ると記載されており、本件明細書で開示されているその具体的な態様は、

支持部材がタバコ充填物集積体と当接することのみである。 

そうすると、支持部材がタバコ充填物集積体とフィルタとの「間に配置

される」とは、タバコ充填物集積体と直接当接して配置されることを意味20 

すると解すべきである。 

  イ 被告製品は、ブレード加熱式ではなく、誘導加熱式のデバイスに用いられ

るたばこ用カートリッジであり、加熱用ブレードが挿入されることはないこ

とから、ブレードが挿入された際にタバコ充填物集積体の移動を防止するた

めの部材である支持部材は存在しない。 25 

    また、被告製品のたばこ部分、エアーフローチャンバー及び冷却プラグは、
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それぞれ外巻紙（巻紙Ｆ）に糊付けされていて、それぞれが長手方向に移動

しないようになっているから、たばこ部分が移動しないように、被告製品の

エアーフローチャンバー及び冷却プラグが「支持」しているわけではない。

そのため、仮に巻紙ごとたばこスティック全体が軸方向につぶれてしまって

も、各部材の相対的な位置関係は変更されておらず、たばこ部分の位置は何5 

ら移動していない。 

    さらに、被告製品に含まれる部材のうち、少なくとも冷却プラグはたばこ

部分と当接していないから、この部材は本件発明の構成要件Ｃの「間に配置

される」を充足しない。 

    以上のとおり、被告製品は、構成要件Ｃを充足しない。 10 

⑵ 争点１－２（構成要件Ｄの充足性）について 

（原告の主張） 

ア 【００２６】に「タバコ充填物集積体１０、支持部材２０、およびフィ

ルタ３０が長手方向Ｄ１に沿って配列され、包装部材４０で巻かれること

で一体化されて形成されている。」と記載されているとおり、構成要件Ｄの15 

包装部材は、タバコ充填物集積体、フィルタ及び支持部材を一体化して形

成するために巻くものである。 

イ 被告製品のたばこ部分、フィルタ、エアーフローチャンバーは、それぞ

れ内巻紙に包装されるとともに、外巻紙でも包装されている。また、冷却

プラグは内巻紙に包装されていないものの、第１の外巻紙と第２の外巻紙20 

（巻紙Ｆ及び巻紙Ｇ）の重なり部分に配置されているため、２枚の外巻紙

により包装されている。そして、各内巻紙及び外巻紙は、接着剤等で接着

され、一体の「保護ペーパー」として、被告製品の外周を各部材が円筒状

に形成されるように包装している。したがって、被告製品の「保護ペーパ

ー」は、「たばこ部分」、「フィルタ」及び「前記エアーフローチャンバー及25 

び前記冷却プラグ」の外周を一体化して円筒状に形成するために包装する
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ためのものであるため、「包装部材」に該当する。 

以上によれば、被告製品は、構成要件Ｃを充足する。 

（被告及び被告補助参加人の主張） 

ア 構成要件Ｄの文言に照らせば、１枚の部材でタバコ充填物集積体、フィ

ルタ及びタバコ充填物集積体より発生するエアロゾルを冷却する部材の全5 

てが巻かれると理解するのが自然であるし、本件明細書の記載に照らして

も、１枚の包装部材で３つの部材を全て巻く態様のものしか開示がされて

いない。特に【００４９】には、包装部材の厚みや材料を調整することが

記載されているが、複数枚の部材を組み合わせた場合は、それぞれの厚み

や材料は異なり得るのであるから、この記載に照らしても、本件発明の包10 

装部材としては、１枚の部材のものが想定されていることは明らかである。 

イ 被告製品の巻紙Ｆは、エアーフローチャンバー及び冷却プラグの一部を

巻いているものの、フィルタは巻いていない。また、被告製品の巻紙Ｇは、

冷却プラグの一部及びフィルタを巻いているものの、エアーフローチャン

バーは巻いていない。 15 

 このように被告製品では、エアーフローチャンバー、冷却プラグ及びフ

ィルタの全てを巻いている巻紙は存在しない。 

以上のとおり、被告製品は構成要件Ｄを充足しない。 

⑶ 争点１－３（構成要件Ｅの充足性）について 

（原告の主張） 20 

被告製品のエアーフローチャンバー及び冷却プラグは、繊維状のものが絡

み合って形成された構造体であって、一方の端面と他方の端面と、これらの

端面の間に形成された周面とを有する円筒状であり、一方の端面から他方の

端面までを貫通している貫通孔を有していることから、構成要件Ｅを充足す

る。 25 

（被告及び被告補助参加人の主張） 
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ア 本件明細書では、円筒状と従来技術である中空管状とは明確に区別して 

使用されているところ、被告製品のエアーフローチャンバー及び冷却プラ

グは中空管状であって、円筒状ではない。 

イ 構成要件Ｅにおける端面は、円筒状の物体の底面及び上面を指すものと

して使用されている。そして、上記アのとおり、被告製品のエアーフロー5 

チャンバー及び冷却プラグは円筒状ではなく、端面を有していない。 

  原告は、エアーフローチャンバーと冷却プラグを組み合わせたものを支

持部材として構成要件Ｅの充足性を主張しているところ、そのように解す

る場合には、エアーフローチャンバーのたばこ部分側の端面と冷却プラグ

のフィルタ側の端面が第１端面及び第２端面となり、そうすると第１端面10 

と第２端面はそれぞれ異なる部材の端面となり、これらの間に周面部は形

成されない。 

ウ 本件明細書では、円筒に対して複数の小さな貫通孔を設けた形状と、従

来技術である中空部分を備えた中空管状の形状とは、明確に区別されてい

るところ、被告製品のエアーフローチャンバーや冷却プラグの中空部分は15 

本件発明の「貫通孔」には当たらない。 

  また、原告は、エアーフローチャンバーと冷却プラグを組み合わせたも

のを支持部材として構成要件Ｅの充足性を主張しているところ、そのよう

に解する場合には、エアーフローチャンバーの中空部分と冷却プラグの中

空部分は異なることから、「前記第１端面から前記第２端面まで延びる」貫20 

通孔を備えない。 

  以上のとおり、被告製品は、構成要件Ｅを充足しない。 

⑷ 争点１－４（構成要件ＦないしＨの充足性）について 

（原告の主張） 

   ア エアーフローチャンバーは、繊維状のものが絡み合って形成されており、25 

その周面には複数の陥没部及び隆起部がエアーフローチャンバー及び冷却
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プラグの軸方向に沿って存在している。 

     また、エアーフローチャンバー及び冷却プラグは一体として支持部材と

して機能していることから、その一部であるエアーフローチャンバーの周

面部に陥没部及び隆起部が存在している。 

     そして、上記の陥没部は凹部、隆起部は凸部に該当することから、支持5 

部材であるエアーフローチャンバー及び冷却プラグの正面視において複数

の凹部及び凸部を有し、当該凹部及び凸部はエアーフローチャンバー及び

冷却プラグの軸方向に沿って延びて設けられ、当該凹部及び凸部は、支持

部材の一部であるエアーフローチャンバーの全周にわたって設けられてい

る。 10 

     以上によれば、被告製品は、構成要件ＦないしＨを充足する。 

   イ 本件発明の課題は、タバコ充填物が移動することを抑止する支持部材を

用いたタバコカートリッジを提供することであり、具体的には支持機能の

提供並びに冷却機能及び吸い心地の向上にあるのであって、被告及び被告

補助参加人が主張するような組立機械が把持しやすくするというものでは15 

ない。 

     そのため、エアーフローチャンバーについて、組立機械で把持される内

巻紙（巻紙Ｃ）に巻かれた状態で構成を特定すべきとはいえない。 

     また、被告補助参加人において繊維状の素材を用いてエアーフローチャ

ンバーを形成した結果、凹凸が生じているのであれば、当該凹凸は支持部20 

材に設けられたものであると認められる。 

（被告及び被告補助参加人の主張） 

ア 本件発明は、加熱式タバコ用カートリッジの発明であるから、その構成 

要件である構成要件ＦないしＨも、加熱式タバコ用カートリッジが備える

構成である。 25 

 しかし、原告は被告製品を分解して、巻紙を除去した状態におけるエア
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ーフローチャンバーや冷却プラグの形状しか主張しておらず、たばこステ

ィックの状態での、これらの部材の形状について主張も立証もしていない。 

   イ 本件発明は、ブレード加熱方式に特有の加熱ブレードを挿入した際のタ

バコ充填物集積体の移動を防止するための支持部材について、その外部形

状を工夫することで組立機械が把持しやすいようにした発明である。 5 

 被告製品を製造する際、エアーフローチャンバーは内巻紙（巻紙Ｃ）に

巻かれた状態で組立機械によって把持され、組立てが行われることから、

仮にエアーフローチャンバーの形状を構成要件ＦないしＨと対比するので

あれば、組立機械が把持する、内巻紙に巻かれた状態での対比が行われる

べきである。そうすると、内巻紙（巻紙Ｃ）に巻かれたエアーフローチャ10 

ンバーの表面に凹凸はない。 

   ウ 本件明細書の【図４】、【図２５】や【００４２】を見ると、凸部は軸方

向に沿って規則的に延びており、また【００４５】や【００８７】などを

見ると、凸部の形状は精密に制御され得ることが示されている。また【図

１７】は周面部に凹部を設けた支持部材を示しているが、その断面におけ15 

る相対的に高さの高い箇所は凸部とはされていない。 

     他方で、被告製品のエアーフローチャンバーは、セルロースアセテート

の繊維が集積されて形成された柔らかい素材であるため、その表面が均一

にならず、繊維が伸びている軸方向に不可避的に、かつ不規則な形状とな

っているにすぎず、このような不可避的かつ不規則に生じている形状は、20 

本件発明の「凹部または凸部」であるとも、「軸方向に沿って延びて設けら

れ」ているともいえない。 

   エ 仮にエアーフローチャンバーの周面部の不可避的かつ不規則な形状が本

件発明の複数の凹部または凸部に当たるとしても、そのような不可避的か

つ不規則な形状はエアーフローチャンバーの周面部の全領域に及んでいる25 

ことから、「支持部材の周面部の一部」に設けられているとはいえない。 
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  以上のとおり、被告製品は、構成要件ＦないしＨを充足しない。 

⑸ 争点１－５（構成要件Ｉの充足性）について 

（原告の主張） 

被告製品のエアーフローチャンバーと内巻紙（巻紙Ｃ）との間には、エア

ーフローチャンバーの陥没部及び隆起部に起因した空隙が複数存在している。 5 

また、構成要件Ｉにおける空隙が一方端から他方端まで連通していること

は求められていないし、空隙が存在する以上、タバコ充填物集積体を加熱し

たことにより発生したエアロゾルが流通する流路として機能することは明白

である。 

以上によれば、被告製品は、構成要件Ｉを充足する。 10 

（被告及び被告補助参加人の主張） 

本件明細書において支持部材と包装部材との間に設けられる「空隙」とは、

凸部が設けられることによって形成されるもの、すなわち、支持部材に設け

られた隣接する凸部同士と包装部材とで囲まれた空間を意味することは明ら

かである。 15 

また、【００４４】ないし【００４９】によれば、構成要件Ｉの「空隙」は、

エアロゾル形成基材の側からマウスピース側への空気やエアロゾルが流通す

る流路として機能するものである。 

被告製品において、エアーフローチャンバーを巻いている内巻紙（巻紙Ｃ）

と外巻紙（巻紙Ｆ）との間に生じている隙間は隣接する凸部と包装部材とで20 

囲まれた空間ではないから、本件発明の「空隙」に当たらないし、仮にエア

ーフローチャンバーと内巻紙（巻紙Ｃ）との間に隙間が存在するとしても、

一方端から他方端に連通していること、つまり、空気やエアロゾルの流路と

して機能し得ることは何ら示されていない。 

以上のとおり、被告製品は、構成要件Ｉを充足しない。 25 

⑹ 争点２－１（分割要件違反を前提とする新規性欠如）について 
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（被告及び被告補助参加人の主張） 

被告及び被告補助参加人の主張は、別紙【分割要件違反を前提とする新規

性欠如】記載のとおりであり、本件特許は、分割要件に違反してなされた分

割出願に基づくものであるから、出願日遡及の効果を享受することができず、

その出願日は現実の出願日である令和６年８月１６日となるところ、本件発5 

明は、令和４年８月２２日に公開された本件特許の原出願の特許公開公報

（特開２０２２－１２２０８１。丙１８）に記載された発明であるから、本

件発明は新規性を欠く。 

（原告の主張） 

否認ないし争う。 10 

原告の主張は、別紙【分割要件違反を前提とする新規性欠如】記載のとお

りである。 

⑺ 争点２－２（丙２１発明に基づく新規性欠如）について 

（被告及び被告補助参加人の主張） 

被告及び被告補助参加人の主張は、別紙【丙２１発明に基づく新規性欠如】15 

記載のとおりであり、本件発明は、丙２１発明に記載された発明であるから

新規性を欠く。 

（原告の主張） 

否認ないし争う。 

原告の主張は、別紙【丙２１発明に基づく新規性欠如】記載のとおりであ20 

る。 

⑻ 争点２－３（丙２２発明に基づく進歩性欠如）について 

（被告及び被告補助参加人の主張） 

被告及び被告補助参加人の主張は、別紙【丙２２発明に基づく進歩性欠如】

記載のとおりであり、本件発明は、丙２２発明に周知技術等を適用すること25 

で容易に発明をすることができた。 
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（原告の主張） 

否認ないし争う。 

原告の主張は、別紙【丙２２発明に基づく進歩性欠如】記載のとおりであ

る。 

⑼ 争点２－４（丙２４発明及び丙２５発明に基づく進歩性欠如）について 5 

（被告及び被告補助参加人の主張） 

被告及び被告補助参加人の主張は、別紙【丙２４発明及び丙２５発明に基

づく進歩性欠如】記載のとおりであり、本件発明は、丙２４発明と丙２５発

明を組み合わせることで容易に発明をすることができた。 

（原告の主張） 10 

否認ないし争う。 

原告の主張は、別紙【丙２４発明及び丙２５発明に基づく進歩性欠如】記

載のとおりである。 

⑽ 争点２－５（サポート要件違反）について 

（被告及び被告補助参加人の主張） 15 

被告及び被告補助参加人の主張は、別紙【サポート要件違反】記載のとお

りであり、本件特許はサポート要件に違反する。 

（原告の主張） 

否認ないし争う。 

原告の主張は、別紙【サポート要件違反】記載のとおりである。 20 

⑾ 争点３（損害の発生及びその額）について 

（原告の主張） 

被告は、被告製品を譲渡、輸入又は譲渡等の申出により、少なくとも５億

円の利益を受けている。 

したがって、原告が受けた損害は、少なくとも５億円を下らないと推定さ25 

れる。 
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（被告の主張） 

否認ないし争う。 

第３ 当裁判所の判断 

１ 本件明細書の記載事項等 

⑴ 本件明細書には、以下の記載がある（図面は別紙図面目録を参照）。 5 

ア 技術分野 

   【０００１】 

    本発明は、タバコまたは非タバコ植物を材料とするタバコ充填物を有す

る加熱式タバコに用いられる加熱式タバコ用支持部材及びこれを有する加

熱式タバコ用カートリッジに関する。 10 

  イ 背景技術 

   【０００２】 

    近年、タバコの禁煙の傾向に合わせるために、火炎を用いることなく、

タバコの成分を含むカートリッジを加熱して、気化したタバコ成分を吸引

することで、タバコを楽しむための加熱式タバコ製品が普及し始めている。15 

加熱式タバコ用カートリッジは、加熱式タバコ本体が有するブレード等の

加熱体が差し込まれて加熱されるタバコ充填物と、吸口に設けられるフィ

ルタと、タバコ充填物とフィルタの間に設けられる支持部材とを有し、こ

れらが紙等の包装部材で巻かれることで形成される。このような加熱式タ

バコ用支持部材及び加熱式タバコ用カートリッジとして、例えば特許文献20 

１に挙げるようなものがある。 

   【０００３】 

    また、特許文献２の加熱式タバコでは、加熱式タバコカートリッジのエ

アロゾル形成基材に加熱要素を挿入してエアロゾル形成基材を加熱し、タ

バコ成分を含むエアロゾルを生成する。加熱式タバコカートリッジは、エ25 

アロゾル形成基材を支持する中空管状の支持部材を有し、支持部材は、加
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熱要素がエアロゾル形成基材内へ挿入される際にカートリッジが受ける力

に抗する。加熱によりエアロゾル形成基材から放出されたタバコ成分は、

支持部材の中空の部分を通って、下流に位置するマウスピースに移送され、

ユーザーによって吸引される。 

  ウ 特許文献 5 

   【０００４】 

【特許文献１】 実用新案登録第３２１２２２８号公報 

【特許文献２】 特許第６０００４５１号公報 

  エ 発明が解決しようとする課題 

   【０００５】 10 

一方、特許文献１および２に記載の支持部材を用いて電子加熱式タバコ

用カートリッジを製造するときに、支持部材の表面が滑る場合があり、製

造機械（組立機械）が支持部材を把持することができない場合がある。 

   【０００６】 

    そこで、本発明は前記課題を鑑みてなされたものであり、組立機械が把15 

持しやすい加熱式タバコ用支持部材をもちいた加熱式タバコ用カートリッ

ジを提供することを目的とする。 

  オ 課題を解決するための手段 

   【０００７】 

本発明の一実施形態によれば、電気制御式の発熱体を備えた加熱式喫煙20 

具に装着して喫煙する加熱式タバコ用カートリッジであって、加熱される

ことにより、エアロゾルを発生するタバコ充填物集積体と、前記エアロゾ

ルを濾過するフィルタと、前記タバコ充填物集積体と前記フィルタとの間

に配置され、前記発熱体が前記タバコ充填物集積体の中に挿入されるとき

に前記タバコ充填物集積体が前記フィルタ側へ移動するのを防止する支持25 

部材と、前記タバコ充填物集積体、前記フィルタ、及び前記支持部材の外
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周に巻かれた包装部材と、を備え、前記支持部材は、前記たばこ充填物集

積体側に設けられた第１端面、前記フィルタ側に設けられた第２端面、お

よび前記第１端面から前記第２端面の間に形成される周面部に設けられた

少なくとも一つの凹部または凸部を有し、前記少なくとも一つの凹部また

は凸部は、対応する先端部を有する、加熱式タバコ用カートリッジが提供5 

される。 

カ 発明の効果 

 【００２０】 

  本発明の一実施形態を用いることにより、組立機械が把持しやすい加熱

式タバコ用支持部材及び加熱式タバコ用支持部材をもちいた加熱式タバコ10 

用カートリッジを提供することができる。 

  キ 発明を実施するための形態 

   【００２６】 

   （１－１．加熱式タバコ用カートリッジの構成） 

  図１は、本実施形態におけるタバコ充填物集積体１０を有する加熱式タ15 

バコ用カートリッジ１の断面図である。図１に示すように、加熱式タバコ

用カートリッジ１は、タバコ充填物集積体１０、加熱式タバコ用支持部材

２０（以下単に支持部材２０という）、吸口部となるフィルタ３０、および

シート状の包装部材４０を含む。加熱式タバコ用カートリッジ１では、タ

バコ充填物集積体１０、支持部材２０、およびフィルタ３０が長手方向Ｄ20 

１に沿って配列され、包装部材４０で巻かれることで一体化されて形成さ

れている。 

【００３０】 

支持部材２０は、タバコ充填物集積体１０の支持部材２０側への移動を

抑制するとともに、タバコ充填物集積体１０で発生したエアロゾルを含む25 

気流をフィルタ３０側に流通させる。支持部材２０は、例えば円筒状かつ
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中実状に設けられ、その軸方向が中心軸Ｃに沿うようにタバコ充填物１１

とフィルタ３０との間に配置される。支持部材２０は、例えば、中心軸Ｃ

に沿った長さが３．０ｍｍ～５０ｍｍ以下に形成される。なお、支持部材

２０は、適宜機能および構成に応じて上記とは異なる寸法を有していても

よい。支持部材２０のその他の構成については、後述する。 5 

【００３４】 

図２は、加熱式タバコ用カートリッジ１の使用形態を表す断面図である。

加熱式タバコ用カートリッジ１は、加熱式タバコ本体５に装着されて使用

される。加熱式タバコ本体５は、加熱式タバコ用カートリッジ１を挿入さ

せる挿入部５０を有している。挿入部５０には、挿入された加熱式タバコ10 

用カートリッジ１のタバコ充填物１１に対して挿入される針状あるいはブ

レード状の発熱体５２が設けられる。発熱体５２は、加熱式タバコ本体５

内部に設けられた制御部により電気的に制御される。発熱体５２は、タバ

コ充填物１１に対して挿入された状態で発熱することにより、タバコ充填

物１１からエアロゾルを発生させることができる。この状態で、ユーザー15 

がフィルタ３０から吸うことにより、エアロゾルを含む気流を吸引するこ

とができる。また、支持部材２０が、中実であり、タバコ充填物集積体１

０とフィルタとの間に設けられることにより、タバコ充填物集積体１０が

フィルタ３０側に移動することを防止することができる。 

【００３６】 20 

図３は、支持部材２０の斜視図である。図３に示すように、支持部材２

０は、第１端面２１、第２端面２３及び周面部２５を有する。支持部材２

０の第１端面２１はタバコ充填物集積体１０の端面に当接する。支持部材

２０の第２端面２３はフィルタ３０の端面に当接する。支持部材２０は第

１端面２１から第２端面２３まで延びる孔部２７（貫通孔ともいう）を有25 

しており、孔部２７を通じて気流が流通する。支持部材２０は、円筒状に
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設けられる。支持部材２０を形成する材料には、例えば、シリコーン樹脂

が用いられる。なお、支持部材２０はシリコーン樹脂に限定されず、冷却

効果が増す木材、金属（アルミ等）のような樹脂材以外の材料で形成され

ていてもよい。 

【００３７】 5 

図４（Ａ）は、支持部材２０の側面図である。図４（Ｂ）は、支持部材

２０の第１端面２１を正面とした図である。図４（Ａ）および図４（Ｂ）

に示すように、支持部材２０は、長手方向Ｄ１と直交する平面で切断した

断面形状において、第１端面２１から第２端面２３まで同じ形状を有する。 

【００４０】 10 

第１端面２１は、孔部２７の部分が空隙であり、それ以外の部分が中実

である。この中実部分がタバコ充填物集積体１０の端面に当接する。タバ

コ充填物集積体１０は、加熱式タバコ本体５の発熱体５２が挿入される際

には長手方向Ｄ１に力を受けるため、当接する支持部材２０の中実部分で

タバコ充填物集積体１０を支持することができる。 15 

【００４３】 

本実施形態において、周面部２５に凸部２５１が設けられることで、組

立機械の把持部が支持部材２０を把持したときに、組立機械の把持部と凸

部２５１の先端部２５１ａとの間に摩擦力が生じる。これにより、組立機

械の把持部は支持部材２０を把持しやすくなり、加熱タバコ用カートリッ20 

ジを安定して製造することができる。 

【００４４】 

 図５は、支持部材２０を包装部材４０が包装した状態の断面図である。

図５に示すように、本実施形態において、支持部材２０の外周に巻かれて

いる包装部材４０と支持部材２０の周面部２５との間には、凸部２５１が25 

設けられることにより空隙２６が設けられる。これにより、包装部材４０
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と周面部２５との間をエアロガスが流通することができる。したがって、

エアロガスの流路が孔部２７に加えて拡大し、エアロガスの流動性を向上

させることができる。さらに、本実施形態の場合、空隙２６が包装部材４

０に向かって広がる形状となるため、例えば凸部が略方形状を有する場合

に比べてエアロゾルの流路を大きくとることができる。 5 

    【００４８】 

     つまり、本実施形態を用いることにより、外部から圧力を加えられた際

に、包装部材４０がつぶれてしまうことなく、支持部材２０の中実部分が

タバコ充填物集積体１０の支持部材２０側への移動を抑制するとともに、

包装部材４０との間に複数の空隙２６が設けられることで、孔部２７に加10 

え、空隙２６の空隙をエアロゾルが流通することで、エアロゾルを流通さ

せる効果を高めることができる。 

    【００５０】 

＜第２実施形態＞ 

      本発明の第１実施形態では、支持部材において周面部の長手方向に凸部15 

が延びて配置される例を示したが、本発明ではこれに限定されない。本実

施形態では、第１実施形態とは異なる支持部材について説明する。具体的

には、凸部が、長手方向に対して傾いた方向に設けられる支持部材につい

て説明する。なお、本実施形態において、第１実施形態と同様の構成につ

いては、適宜説明を省略する。 20 

    【００５１】 

     図６は、支持部材２０Ａの側面図である。図６に示すように、支持部材

２０Ａは、周面部２５Ａに凸部２５１Ａを有する。凸部２５１Ａは、長手

方向Ｄ１に交差する方向に延びて設けられてもよい。具体的には、凸部２

５１Ａは、長手方向Ｄ１に対して傾いた方向に設けられる。この場合、凸25 

部２５１Ａが長手方向Ｄ１に延びる場合に比べてエアロゾルの流路を長く
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なり、冷却時間を増加させることができる。したがって、本実施形態を用

いることにより、組立機械の把持部（製造装置）が支持部材２０Ａを把持

しやすくなり、加熱タバコ用カートリッジを安定して製造することができ

るとともに、凸部２５１Ａが直線状に設けられる場合と比べてエアロゾル

を吸い込んだ時の吸い心地に変化を及ぼすことを可能とする。 5 

    【００５２】 

＜第３実施形態＞ 

本発明の第１実施形態では、支持部材において周面部の長手方向に凸部

が延びて配置される例を示したが、本発明ではこれに限定されない。本実

施形態では、第１実施形態とは異なる支持部材について説明する。具体的10 

には、曲線状に配置された凸部を有する支持部材について説明する。なお、

本実施形態において、第１実施形態と同様の構成については、適宜説明を

省略する。 

    【００５３】 

図７は、支持部材２０Ｂの側面図である。図７に示すように、支持部材15 

２０Ｂの周面部２５Ｂにおいて、凸部２５１Ｂは、先端部を有するととも

に、第１端面２１から第２端面２３に向かって曲線状に配置されてもよい。

この場合、凸部２５１Ｂが長手方向Ｄ１に直線状に延びる場合に比べてエ

アロゾルの流路を長くすることができる。これにより、製造機械（組立機

械）が把持しやすくなり、加熱タバコ用カートリッジを安定して製造する20 

ことができるとともに、凸部が直線状に設けられる場合と比べて喫煙者が

エアロゾルを吸い込んだ時の吸い心地に変化を及ぼすことを可能とする。 

    【００５４】 

＜第４実施形態＞ 

本実施形態では、第１実施形態とは異なる支持部材について説明する。25 

具体的には、凸部が、第１端面から第２端面に向かって波形状に設けられ
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る支持部材について説明する。なお、本実施形態において、第１実施形態

と同様の構成については、適宜説明を省略する。 

    【００５５】 

図８（Ａ）は、支持部材２０Ｃの側面図である。図８（Ｂ）は、支持部

材２０Ｃの第１端面２１を正面とした図である。図８（Ａ）および図８5 

（Ｂ）に示すように、支持部材２０Ｃにおいて、凸部２５１Ｃは、第１端

面２１から第２端面２３に向かって長手方向Ｄ１に波形状に配置されても

よい。この場合、凸部２５１Ｃが長手方向Ｄ１に直線状に延びる場合に比

べてエアロゾルの流路を長くすることができる。これにより、エアロゾル

の冷却時間も変化する。したがって、本実施形態を用いることにより、組10 

立機械の把持部（製造装置）が支持部材２０Ｃを把持しやすくなり、加熱

タバコ用カートリッジを安定して製造することができるとともに、凸部２

５１Ｃが直線状に設けられる場合と比べて喫煙者がエアロゾルを吸い込ん

だ時の吸い心地に変化を及ぼすことを可能とする。 

⑵ 上記⑴によれば、本件発明の技術的意義は次のとおりである。 15 

本件発明は、タバコ充填物集積体とフィルタとの間に支持部材を備えた加

熱式タバコ用カートリッジに関し、製造するときに支持部材の表面が滑り、

製造機械（組立機械）が支持部材を把持することができない場合があるとい

う課題があったことから、支持部材の周面部に凹部又は凸部を設け、組立機

械が支持部材を把持したときに凹部又は凸部との間で摩擦力が生じやすくす20 

ることにより、組立機械が支持部材を把持しやすくなるという解決手段を提

供するものである（【０００１】ないし【０００７】、【００２０】、【００４

３】）。 

２ 争点１－４（構成要件ＦないしＨの充足性）について 

  事案に鑑み、争点１－４から判断する。 25 

⑴ 「支持部材」の意味 
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 ア 構成要件ＦないしＨは、いずれも「支持部材」の構成を包含するもので

あることから、その意味について検討する。 

   構成要件Ｃは「前記タバコ充填物集積体と前記フィルタとの間に配置さ

れる支持部材と、」と規定しているところ、本件明細書には、「支持部材」

の機能としてタバコ充填物集積体の支持部材側への移動を抑制するものと5 

されている（【００３０】、【００３４】）が、これ以外に配置又は機能につ

いて限定する記載はない。 

   そうすると、「支持部材」とは、タバコ充填物集積体とフィルタとの間に

配置されるものであって、その機能としてタバコ充填物集積体が支持部材

側、つまりフィルタ側に移動することを防止するものと解するのが相当で10 

ある。 

 イ 前提事実⑷のとおり、被告製品は、たばこ部分とフィルタとの間に、エ

アーフローチャンバー及び冷却プラグが配置されているところ、証拠（甲

９）によれば、これらは別々の部材であり、それぞれたばこ部分がエアー

フローチャンバー及び冷却プラグ側、つまり、フィルタ側に移動すること15 

を防止する機能を有していると認められる。 

したがって、被告製品におけるエアーフローチャンバー及び冷却プラグ

はいずれも「支持部材」に該当する。 

⑵ 構成要件ＦないしＨの支持部材に設けられる凹部または凸部の意味 

 ア 構成要件Ｆは「前記周面部は、前記支持部材の正面視において複数の凹20 

部または凸部を有し、」と、構成要件Ｇは「前記複数の凹部または凸部は、

前記支持部材の軸方向に沿って延びて設けられ、」と、構成要件Ｈは「前記

複数の凹部または凸部は、前記支持部材の周面部の一部に周方向の全周に

渡って設けられており、」とそれぞれ規定しているところ、上記１⑵のとお

り、本件発明が前提とする課題及びその解決手段は、組立工程における支25 

持部材の把持に係るものであることからすれば、支持部材に設けられる凹
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部または凸部は、組立機械の把持の対象となる単位、つまり、部材ごとに

備える必要があると解するのが相当である。 

   そして、上記⑴のとおり、被告製品のエアフロ－チャンバーと冷却プラ

グは、それぞれ支持部材に該当するから、構成要件ＦないしＨを充足する

というためには、いずれの部材についても、個別に構成要件ＦないしＨが5 

規定する凹部又は凸部を備える必要がある。 

 イ これに対し、原告は、本件発明の課題は、タバコ充填物が移動すること

を抑止する支持部材を用いたタバコカートリッジを提供することであり、

具体的には支持機能の提供並びに冷却機能及び吸い心地の向上にあるので

あって、被告及び被告補助参加人が主張するような組立機械が把持しやす10 

くするというものではない旨主張する。 

   確かに、本件明細書において、本件発明の一部の実施形態においては、

原告が指摘する冷却機能及び吸い心地の向上という効果があることが記載

されているものの（【００５０】ないし【００５５】など）、これらいずれ

の実施形態も、組立機械が支持部材を把持しやすくなるという効果を有す15 

ることが記載されていることからすれば、原告の主張する上記効果は、本

件発明における一部の実施形態において発揮する副次的な効果にすぎない

というべきであり、上記１⑵のとおり、本件発明の課題は組立機械が把持

しやすい支持部材を提供することであるというべきである。 

   したがって、原告の上記主張は採用することができない。 20 

⑶ 構成要件ＦないしＨの充足性の有無 

ア エアーフローチャンバー 

証拠（甲３、４、８、丙２）によれば、被告製品のエアーフローチャン

バーは繊維が絡み合って形成されており、エアーフローチャンバーの軸方

向に沿ってその周面部の全周に渡って陥没部及び隆起部が存在すると認め25 

られる。 
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そうすると、原告が「凹部または凸部」と主張するエアーフローチャン

バーの陥没部及び隆起部は、その「周面部の一部に周方向の全周に渡って

設けられて」いるとはいえず、被告製品が構成要件Ｈを充足すると認める

ことはできない。 

イ 冷却プラグ 5 

証拠（甲３、４、８、丙２）によれば、被告製品の冷却プラグは繊維が

絡み合って形成されているものであるものの、その軸方向に沿って複数の

陥没部及び隆起部が存在するとは認められない。 

そうすると、冷却プラグには、「凹部または凸部」が存在しないから、被

告製品が構成要件ＦないしＨを充足すると認めることはできない。 10 

⑷ したがって、被告製品は、構成要件ＦないしＨを充足しない。 

３ 小括 

以上によれば、被告製品が本件発明の技術的範囲に属すると認めることはで

きない。 

第４ 結論 15 

よって、その余の点について判断するまでもなく、原告の請求は理由がない

からこれを棄却することとして、主文のとおり判決する。 
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（別紙） 

被告製品目録 

 

・テリア ブラック サンシャイン メンソール 

・テリア ハイブリッド パール グリーン フルーツ 5 

・テリア ハイブリッド パール スムース ミント 

・テリア サン パール 

・テリア オアシス パール 

・テリア リッチ レギュラー 

・テリア レギュラー 10 

・テリア スムース レギュラー 

・テリア バランスド レギュラー 

・テリア ウォーム レギュラー 

・テリア ルビー レギュラー 

・テリア ブラック メンソール 15 

・テリア メンソール 

・テリア ミント 

・テリア ブラック パープル メンソール 

・テリア パープル メンソール 

・テリア フュージョン メンソール 20 

・テリア ブラック ルビー メンソール 

・テリア ブラック イエロー メンソール 

・テリア イエロー メンソール 

・テリア ブラック トロピカル メンソール 

・テリア トロピカル メンソール 25 

・テリア ブライト メンソール 
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・センティア ジューシー レッド 

・センティア ディープ ブロンズ 

・センティア ピュア ティーク 

・センティア バランスド ゴールド 5 

・センティア バランスド イエロー 

・センティア スムース ゴールド 

・センティア クリア シルバー 

・センティア アイシー ブラック 

・センティア フロスト グリーン 10 

・センティア クール ジェイド 

・センティア フレッシュ エメラルド 

・センティア アイシー パープル 

・センティア フレッシュ パープル 

・センティア シトラス グリーン 15 

・センティア トロピカル イエロー 

以上 
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（別紙） 

写真目録 
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以上  10 
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（別紙） 

図面目録 
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図８ 
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